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理事長挨拶                               細川義治 

  

年も明けて、コロナの弱毒化に対して、2類から 5類への改正なども具体化してきました

が、まだまだ、完全に気を緩めることはできないように思われます。 

それで、今年度の総会は、各正会員へ議案書を送付し、ハガキによる書面決議で承認を得

る方法をとりました。 

昨年度の決算は、新篠津のＥＭ研究会の認証料の増加により、10 万円ほどの収入増とな

り、今年度の 20周年事業に向けて、確実な予算の確保が出来ました。 

新年度も同水準の収入を得られそうですので、来年度も有機農業の普及に向けての上映

会、講演会の事業実施を進められそうです。 

 

なお、任期途中ではありますが、長年、理事としてご協力いただいていた小池康子理事が

辞任されました。大会などでの司会など、多大な貢献をされて来ました。 

ありがとうございました 

 

2006 年にツルネンマルテイ参議院議員が中心になって作られた有機農業推進法も、大き

な前進を見ぬまま現在に至っていましたが、最近、世界の潮流から取り残されそうな日本農

業に対して、政治が有機農業普及に意識を向け始めました。その流れに乗るべく、今年の 7

月の 20周年記念事業では、学校給食への有機農産物の活用を目指して、北広島の近隣市町

村民を含む大勢の人たちに、映画「いただきます２」を観て頂き、知識としてではなく、食

べることの大切さを感じて頂きたいと考えています。 

「オーガニック給食」は子供たちの健康に直結するだけではなく、有機農業を実践する農

家が増えることで、地域の環境改善にも繋がります。 

 

兵庫県豊岡市では、1971年に姿を消したコウノトリでしたが、市民の協力の下、1965年

から人工飼育に取り組み、2005 年に初めての放鳥に成功、その後、コウノトリが自然産卵

するまでになり、2021年夏には野外生息数 263羽まで増えてきています。 

この成功は、個人の力だけでは難しい面があります。地域の全面的な協力があったからこ

そ、コウノトリの復活がなされたのだと思います。 

 

道内では、長沼町において 2014年に「舞鶴遊水地にタンチョウを呼び戻す会」が設立さ

れ、最近では北広島市の遊水地でのタンチョウ目撃も報告されるようになりました。全道へ

の繁殖地の拡大は為されていませんが、確実に各地への飛来数は増えているようです。 

自然環境の生物多様性が進めば、身近にタンチョウを観ることが出来るかもしれません。 

市民の意識が向上すれば、自治体の予算の確保も容易になるでしょう。そして、最も重要

なのが、無農薬栽培技術の向上でしょう。農家の方々の大きな努力が必須であることは間違

いありません。ＥＭが少しでもお役に立てばうれしい限りです。 
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そして、さらに道内各地に有機農業を増やしていくために、学校給食に有機農産物を提供

できるような地域を対象に、来年以降も上映会、講演会を拡散したいと考えていますので、

皆さま、お力をお貸しください。 

 

以下は、兵庫県豊岡市の無農薬米生産者の言葉です。 

ユメファーム代表 青山 直也氏談  

完全無農薬米というのはどうしても食味が落ちてしまうと思われがちですが、様々な工 

夫をすることで美味しいお米ができるのです。 

① 水温をちゃんと管理すること  

② ポット苗にすることで苗の根を丈夫にすることが大切 

③ 田植え前にまずは雑草を生やしてしまってから代掻きをする。 

④ 水を張ってから不要な雑草を浮かせて取り除いてから田植えをする。 

 

秋の準備作業（10月から 11月ごろ）    冬水田んぼ（12月から 2月末） 

堆肥（たいひ）や米ヌカなど         冬に田んぼに水を張りさまざまな生きもの 

の有機質資材を施用します。         を育みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

早期湛水（そうきたんすい）          田植え（5月から 6月） 

（4月から 5月ごろ）            強い稲を作るため、1株あたり 2本 

田植えの 1カ月前から田んぼに水を張り   程度の中苗（ちゅうびょう）を植えます。 

さまざまな生きものを育みます。 
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深水管理（ふかみずかんり）          除草作業（6月）  

雑草を抑えるため深水管理を行います。    農薬を使用しないため、除草対策には  

（水深 8ｃｍ程度を維持します）。       大変な労力が必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中干しの延期（6月下旬から 7月上旬）      生きもの調査（7月） 

オタマジャクシに足が生え、カエルに変態     田んぼの中にいる生きものの種類 

したのを確認してから中干し作業を行います    や数を確認します。 

（慣行栽培より 3週間程度中干し作業を延期）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

田んぼの中で餌を捕るコウノトリ              収穫 

多くの生きもので溢れる「コウノトリ      安全・安心な「コウノトリ育む農法」で 

育む農法」の田んぼには餌を捕りに      栽培された「コウノトリ育むお米」 

コウノトリが舞い降ります。         は全国 500店舗以上（平成 27年 2月現在） 

    のお店で販売されています。 
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総会書面決議結果 

                 令和 4年 12月 31日時点 正会員数 58名 

 第 1号議案  令和 4年度事業報告及び決算 

         承認         否認 

第 2号議案  令和 5年度事業計画及び予算書 

        承認         否認 

  

第 1号議案 令和 4年度事業報告及び決算 

第 2号議案 令和 5年度事業計画及び予算書 

 共に過半数を超えているので、承認されました。 
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【ＥＭに、ＥＭ普及協会の皆様に出会えて思うこと】            小林真由美 

 

私がＥＭに出会ったきっかけは、私が思う自然界への思いからでした。  

  

人が生きていく為に必要なものは自然界に全て用意されている。  

生きとし生ける全て太陽、月、地、空気、土、水、草木、動物、虫、微生物等…全てに生か

されながら循環されて共にあるのだから、全てに目を向けて思いやりのある、優しく楽しい

世界になったらどんなに心地良いだろう…と思っていました。  

私たちが生きていくのに自然界は何かを要求することもなく、ただただ与えてくれている

ことに嬉しくて“ありがとう”が目の前にいっぱいあることに自分は自然界に対して何が

できるだろう…と思っていました。  

  

日々の生活に追われている事を理由に自分に都合の良いものばかりに囚われて自分達が

使っている様々なものが環境汚染している物が多くあることに気付いてはいました。  

  

特別大きなことは出来ないけど、自分の身の回りで使っている特に排水するものを自然

分解できて出来るだけ環境に優しいものに変えていこうと色々と調べていました。 

  

自分の考え方や方向性を変えだすと不思議なくらい

情報が流れ込んで来るようになり白鳥哲監督のドキュ

メント映画『蘇生Ⅱ』に出遇いました。  

内容は放射能汚染、プラスチック汚染、農薬による私

達が食べる野菜や土の汚染、草木・動物達に与える影響

等で地球を汚し異常気象にまで至っている…  

人々が便利と称して作り出して使っているものが自然

環境、地球を汚染し壊し住みづらい環境、病気等を作り

出している等…   

東日本大震災での福島原発の放射能汚染は人々が作

り出しておきながら対処法も分からない状態で、ボラン

ティアの方々のＥＭやＥＭ団子を活用する活動によっ

て分解された、放射能汚染の地域にお住まいの方がＥＭ

活性液を家の周りやお庭、付近に撒いた事で放射能濃度

が下がり更に場も浄化されていった事を知り、ＥＭの凄さにコレだ！と思いました。  

  

私は札幌在住なので早速、札幌でＥＭの活動されている北海道ＥＭ普及協会の細川理事

長に連絡をさせてもらい色々とＥＭの事、ＥＭ商品を教えていただきＥＭ普及協会に入会

させていただきました。  
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私の最初の目的はＥＭの力を借りて日常生活の家庭から

の排出するものが出来るだけ汚染されない様にすることや

ＥＭ団子を川や湖、海に投入したいでした。  

生活の中では出来るだけ自然に還りやすい洗剤を使い、

ＥＭ１やＥＭＷを入れたりＥＭ活性液をお風呂や洗濯水に

使用して排水をＥＭいっぱいにして排水時に有毒になって

しまっているものを浄化して自然に還して貰おうと取り入

れて活用させてもらう事でした。  

ＥＭ１とＥＭＷを      全ては循環の仕組みで自分たちに巡り巡って使わせていた  

使った塩入り活性液     だいているものだから…  

一つ残念なことと言えば、コロナウイルスの影響でやってみたかったＥＭ団子投入に一

度も参加できてないことが悲しいですが、日々のＥＭに囲まれた生活を送っていることで

守られているのか、通勤ラッシュの大勢の人との接触が多い中コロナ感染せずに元気に過

ごせている事に感謝です。  

 ＥＭ普及協会に参加させていただく様になり、畑の土作り、野菜作りにＥＭを活用して無

農薬栽培のお話会が私にとって新しい世界の始まりでした。 

 無農薬野菜に興味はありましたが自分で作るというのはベランダのトマト栽培くらいし

かした事が無かったのですが、ＥＭ普及協会に参加させてもらうようになってから皆様の

情報交換会があり、とっても勉強になって、なんといっても私の様な全く野菜作りを知らな

い初心者に優しく丁寧に教えてくださることで、今では市民農園まで借りて試行錯誤しな

がらですが、ミニトマトやじゃがいも、大豆、にんじん等チャレンジしています。  

ＥＭ普及協会で皆様には色々と良い栽培方法や苗などを分けて下さった

り、皆さんの畑で出来た立派な野菜を分けて下さったり、初心者の私を温

かく迎えて下さいます。  

皆様から分けていただいた苗で新たな野菜作りのチャレンジも出来た

りと、とても楽しく参加させていただいていることに嬉しく思っていま

す。  

私は畑を使用しての野菜作りは 2 年目でにんじんを作っても足付き人

参になったり、まだまだ未熟者ですがＥＭ普及協会の方々に支えられて楽

しく野菜作りが出来ていること

にとっても感謝しています。  

これからも日々の生活に、野菜作

りにＥＭを活用した自然優しい

気持ちの良い環境づくりを取り

入れていきたいと思っています。 

ＥＭに出遭えたこと、ＥＭ普及協

会の皆様に出会えたことに感謝、感謝、感謝です。  自作の大豆で  

          ―７－     味噌作りも！ 



荒澤会員 

 ニンジン                サツマイモ 

今までで一番出来が良かった            適度な大きさ揃い 

 

 スイカ                 柿 

カラス被害も無く 30個の収穫      15年ほど前にもらったもので、 

昨年 10個ほど、今年は 60個くらい干し柿に 

石塚会員  クレマチス     ショウブ        手作り案山子（カカシ） 
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石塚会員    雪が降っても元気いっぱい 菜の花とホウレン草 

 

 

 

永井会員 

    落花生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ショウガ 

 

 

  

 

 

 

         ―９― 



永井会員 

              夏採りアスパラ 

     干し柿 

       ヤーコン 
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竹下副理事長   

干し柿になるまで 
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松本会員 

サツマイモ   ジャスト１kg 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       スイカ 6.44kg 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カボチャ 4.56kg 
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山田会員  

  落花生  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 15本で箱一杯          茹で落花生と乾燥落花生ビン 3本に 
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山田会員 

サツマイモ 

一番大きい鳴門金時 1.005kg  

 

 

 

生ごみ堆肥から出たブラックのジョー 

 

ヤーコン 

左下の小さいのは栗坊 

 風当たりが強く成長が遅く 

大きくなれなかった栗坊 

収穫したものの硬くて未熟？ 
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山田会員 

桃 3年目で初めて着果、7個収穫 甘くて大きさもそこそこ 

     

 

 

 

リーキ 5本中の 2本 

3本は写真撮る前にお腹の中へ 
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マイクロプラスチック農薬による環境汚染 

                         環境ジャーナリスト 

いのち環境ネットワーク代表 

加藤やすこ 

 

柔軟剤の香料成分をマイクロカプセルで包むことによって、香りを長持ちさせる製品が多

数販売されてきました。マイクロカプセルとは、ポリウレタン樹脂やメラミン樹脂などのプ

ラスチックで小さなカプセルを作り、その中に香の成分となる化学物質が入っているので

す。 

衣服がこすれるなどの刺激を受けるとカプセルが壊れて、中に入っていた香り（化学物質）

が発生するしくみで、匂いが数週間続きます。 

この技術は柔軟剤に限ったことではなく、農薬や殺虫剤、肥料でも利用されています。長

期間、農薬や殺虫剤、肥料などの効果を持続できるので、農作業の負担を減らすことができ

ると考えられているのです。 

たとえば、窒素肥料をカプセルで包み、作物の成長に合わせて肥料の成分が溶け出すよう

にコントロールしたマイクロカプセル入りの肥料もあります。春に散布すれば夏場に追肥

をしなくてもよいので、手間を省くことができます。マイクロカプセルに殺虫剤を入れた林

業用殺虫剤のなかには、年に一度散布すれば 2か月間、効果を発揮するものもあります。 

 

こういったカプセルは太陽の光を受けたり、虫が接触したり、マイクロカプセルが水分を

吸収することによってカプセルが壊れ、カプセル内の成分が放出されるのです。 

従来の農薬は、何度か散布を繰り返すことになるため、農薬の散布量が増えて周囲の人や

動植物に悪影響を及ぼすことが問題になっていました。マイクロカプセルのほうが環境影

響が少ないと考えられて、1970年代から利用されてきたのです。 

 

 

 

海洋生物にも影響が 

しかし、プラスチック製のマイクロカプセルは自然界では分解されません。カプセルの「殻」

が河川や農業用水にを通じて海にまで流れ込み、環境汚染を引き起こしています。稲作が盛

んな地方では、川を通じて流れ込んだマイクロカプセルが海岸に打ち上げられているので

す。 

マイクロカプセル以外にもプラスチック汚染がおきています。化学繊維の衣類を洗うと、

ポリエステルやアクリルなどの化学繊維が、洗濯排水を通じて水環境に入り込みます。食器

洗いに使うメラミン樹脂のスポンジが摩耗すると、その断片が、やはり排水を通じて水を汚

染するのです。洗顔料などのマイクロビーズもマイクロプラスチックの一つです。 
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そのため、プラスチック汚染は北極から南極まで地球規模で起きています。また、海に流

れ込んだマイクロプラスチックは、海洋生物に取り込まれ、食物連鎖の中に入り込むので

す。マイクロカプセルを摂取した魚介類を食べたり、水を飲むことで、私たちの体も汚染さ

れます。 

プラスチック製のストローやレジ袋を規制するだけでは、この大規模なプラスチック汚染

を防ぐことはできません。 

 

 

規制に向けた動き 

そのため、農林水産省はマイクロカプセル対策を具体的に提示し、汚染を抑えようとして

います。水田の水が排出される「水尻」に捕集ネットをつけて、マイクロカプセルが河川に

流れ出さないようにすることや、マイクロカプセルを使わない代替案も示しました。 

たとえば、水田に水を取り込む「水口」から、灌漑水と一緒に粒状や液状の肥料を流し込

む方法や、ドローンを利用して空中散布することで作業の負担を減らす方法などを提示し

ました。 

マイクロカプセルには、プラスチ

ックではなく、デンプンやセルロー

スなど自然界で分解される素材で

作られたものもあります。そのため、

各国で安全な代替品への切り替え

が検討されています。 

マサチューセッツ工科大学は、昨

秋、シルク由来のマイクロカプセル

を開発しました。自然界で分解され

るのでプラスチック製のカプセル

より、環境への影響は少ないでしょ

うが、中に有害な化学物質を入れる

のであれば、化学物質による汚染は

続くでしょう。カプセルだけでなく、中身の規制も必要です。 

 

日本でも、2021年に「プラスチックに係る資源循環の促進等に関する法律」が作られ、プ

ラスチック使用製品による環境汚染防止が盛り込まれました。環境への流出状況を把握し、

自然界で分解される代替品の開発、流出量の削減や回収するための報告体制を整備するこ

とになっています。 
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マサチューセッツ工科大学（ＭＩＴ）で開発されたシ

ルク由来のマイクロカプセル。このカプセルで、農薬

や香料などの化学物質を包み込む（出典：ＭＩＴ報道

資料より） 



 

                                        

情報交換会の予定（第 2 土曜日）13 時～15 時 担当 細川   

会場 上野幌会館  札幌市厚別区厚別南 5 丁目 22－19 

           開催確認は細川携帯 090-1644-3032 まで  

4 月 15 日（土） 菌ちゃん流で良質土壌作り 

5 月 13 日（土） 定植 

6 月 10 日（土） 雑草について考える 

7 月 2 日（日） 吉田俊道氏講演会 

     10 時～12 時  「菌ちゃん先生に学ぶ 菌ちゃん元気野菜つくり」 

 

お見事 2年連続最優秀賞 
さっぽろスリムネットでは、ご家庭から出た生ごみを使っ

た自家製堆肥で育てた野菜、花、観葉植物、自慢の庭・菜園

などの写真を募集する「自家製堆肥でガーデニング！フォ

トコンテスト 2022」を開催しました（募集期間：2022 年 7

月 1日から 10月 31日まで）。中略 

今回、広報物等に使用して生ごみ堆肥化の輪を広げていく

にあたり、特に啓発効果に優れているものとして、最優秀賞

1作品、優秀賞 10作品を選出しましたので発表いたします。 

キャベちゃんありがとう 

廣瀬英雄さん（南区） 

作者コメント 

長い間家庭菜園をやっていますがアブラナ科(キャベツ・白菜等)は青虫・

アブラムシ等の害虫の被害を受けて綺麗な野菜が採れた経験がありませ

ん。勿論無農薬・有機栽培なので当然ですが。しかし今年は生ごみ堆肥

のボカシ歴 10余年の効果が土に表れて、防虫ネットだけで害虫被害があ

りませんでした。感動しました。 

撮影場所 自宅の庭 

堆肥化歴 14年目 

堆肥化の方法 

密閉式容器 
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https://www.city.sapporo.jp/seiso/slimnet/index2.html

